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Ⅰ 序 論

第 一及 び二編 で述 べ た如 く,古 くか ら知 ら

れ て い るAdrenalineの 所 謂 逆 作 用 の起 る条

件 を確 か め る事 に よつ て,交 感 神経 が そ の支

配 す る臟 器 の重 類 に よつて滑 平筋 に対 す る作

用様 式 を異 に す る原 因を,交 感神 経 の 化学 伝

達 学 説 の立 場 か ら,見 出だ そ うとして種 々の

実 験 を試 みた が,こ の 原因 を説 明 す るの に採

用出来 る程 のAdrenalineの 逆 作 用 の確 実 な

条 件が発見 出来 なか つた.こ の問 題 を解 決 す

る為 に は何 か もつ と根本 的 な問題 を取 り上 げ

な け れ ば困難 なの で はあ る まいか と考 え られ

る.

神 経 繊維 内 の興 奮 伝播 に就 い てvon Mura

ltl)が 興 奮 せ る神経 纖 維 内 にAcetylcholincの

合 成 が 行 われ て い る事 を報 告 して以 来,Nach

mausohn等2)の 研 究 に よ り神経 繊 維 内興 奮 伝

播 にAcetylcholineの 合成 及 び分 解 が 関 係 の

あ る 事 が 主 張 さ れ て来 た .又Acetylcholine

は骨 骼 筋 の收 縮3),交 感 神 経 に於 け る興 奮 伝

導4),に も関 係 し,滑 平 筋 も一部 の もの を 除

きAcetylcholineに よつて 收 縮 す る.こ う考

えて見 る と,Acetylcholineは 神 経 の興 奮 伝 導,

筋 の收 縮 に 重要 な 役 目を果 た して い る もの ゝ

如 く思 わ れ る.唯 だ心 筋及 び一 部 の滑平 筋 の

み はAcetylcholineに よ り却 つ て收縮 が抑 制 さ

れ,Adrenalineが 收 縮 を惹 き起 す様 に見 え る

が,之 等 心 筋及 び一部 の滑平 筋が 骨骼 筋或 は

他 の滑平 筋 とそ の收 縮 機 序 に於 て本 質的 な差

が あ る もの と考 え るのは何 か 不 自然 な感 じが

す る.

Burn等 は心 筋及 び滑 平筋 に対 す るAcetyl

cholineの 作 用 を研究 して,25～40時 間Rin

ger-Locke氏 液 を絶 えず取 り換 えて放 置 し搏

動 を止 め た家 兎心 房標 品 で,Acetylcholineが

收 縮 を起 す事 を 実験 し5),又 心 房 ふ ら得 た酵

素 のAcetylcholine合 成力 を検 べて,新 鮮 な心

房 か ら得 た もの はAcetylcholine合 成が強 く,

之にAcetylcholineを 加 え る と,加 えたAcetyl

cholineの 量 に比 例 して合 成 が 強 く抑 制 され

るが,搏 動を止 めた心 房 か ら得 た もの は合成

力 が 弱 く,之 に漸 増 的 にAcetylcholineを 加 え

る と初 め は 合成 を漸 次増 加 さすが,Acetylcho

1ineの 濃 度が或 濃度 に 達 す る と以 後 は合成 が

次 第 に減 少す る事 を見 て,Acety1cholineは 心 筋

の收縮 に一 役 を果 た し,收 縮 はAcetylcholihe

の合成 に 基 くもので あ ろ う.正 常 の心筋 で は

Acetylcholineの 合 成 が 強 く,斯 か る 心 筋 に

Acetylcholineを 添加 す る とAcetylcholineの 合

成を減少さし,そ の結果心筋の收縮を抑制す

るが,搏 動 を止 め た心 筋 で はAcetylcholineの

合 成 が弱 く,か 様 な心 筋 にAcetcylholineを 添

加 す る とAcetylcholineの 合成 を促 進 さ し心 筋

の收 縮 を起 させ る もので あ ろ うと言 つて い る.

又 家 兎 の小 腸 で6),普 通 の量 のAcetyicholine

は收 縮 を起す が.大 量 で は運動 を 抑制 す る事

を確 かめ.血 管7)に 対 して も長 く潅流 した後

で はAcetylcholineが 血 管 の收 縮 を 惹 き起 す事

を実 験 し て この考 えを 強 め てい る.こ うして
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心筋や滑平 筋 は 骨骼 筋 と同 様Acetylcolineが

その收 縮 に関係 し,Adrenalineは このAcetyl

cholineの 作 用 に 影 響 す る事 に よつ て そ り作

用を現 わ す もの で はあ るまい か と言 及 してい

る8).

そ こで,私 はNachmansohn等 の神 経 纖 維

内の興奮伝 導 にAcetylcholineの 合成 な る分 解

が関係 してい る との説 を更 に心 筋及 び滑平 筋

に まで押 し拡 げ て,之 等 筋 の 中で もAcetylcho

lineの 合 成及 び分 解 が 起 き,之 が 筋 の收 縮及

び 自働運 動 の原 因 となつ て い るので は あ る ま

いか とい う考 え方 が 許 され そ うに思 わ れ る,

事実心 筋9)及 び諸 種 滑平 筋10)内 でAcetylcho

lineが 合成 され うる事 は多 くの研 究 者 達 の証

明 もあ り,又Acetylcholineを 分 解 す るCholi

nesteraseが 広 く諸 種臟 器 の組織 中に 含 まれ て

い る事 も この事 を裏 書 き してい る もので は あ

るまい か と思 は れ る.

そ してAdrenaline或 は交 感 神 経 の心 筋及

び滑平 手 筋 に対 す る作 用 は 之等 筋 内のAcetyl

cholineの 合 成 及 び分 解 を 促 進 させ る事 に よ

つて現 われ る もので は あ る まいか.

こう考 え て 見 る と第 二 編 で 述 べ た 様 に

Adrenalineが 收 縮 を起 さす家 兎の子 宮 で も,

又收 縮 を抑 制 す る海 〓 及 び 蛙 の小 腸 で も,

Adrenalineは 同様 の 回数 の 多 い速 い收 縮 を起

さ せ る とい う事 が よ く理 解 され うる様 に思 わ

れ る.

そ こで この考 えを確 か め る為 に,先 づBurn

等 の報告 を 追試 し,次 いで 海 〓小 腸に 対す る

AcetylcholineとAdrenalineの 作 用 の関 係 を検

べた .

Ⅱ. 心筋 に對 す るAcetylcholine

の運 動 促進 作用

Burn等5)は 家 兎の剔 出 した 心 房標 品 で25

～40時 間 液 を繰 り返 え し新 しい液 と取 り換 え

て組織 か ら拡 散 して出 て来 る物 質 を取 り除 き,

搏 動が停 止 した もの にAcetylcholineを 加 え る

と再 び搏 動 を始 める 様 に な り,Acetylcholine

の量 を増 す と搏 動 が増 強 され,搏 動 が充分 恢

復 した 後で はAcetylcholineは 搏 動 を抑 制 す る

様 に な る事 を報 告 して い る.そ こで この心 筋

に対 す るAcetylcholineの 運 動 促進 作 用 を確 め

よ うと思 い次 の実験 を行 つ た.

Burn等 は全 心臟 は異 つ た 組 織 を含 んで い

るので 適 当で は ない と言 つ てい るが.全 心臟

で も同様 の成 績 が得 られ るだ ろ うと思 つ た の

で,蛙 の全 心臟 に就 い て実験 した.

A) 実 験 方法;殿 様 蛙 の心臟 でStraub氏 法

に従 つ て作 つ た標 品 に就 い て長 時 間Mariotte

の瓶か らRinger氏 液 を カニ ュ ーレ内 に 流 し

て絶 えずRinger氏 液 を 新 しい もの と取 り換

えて收縮 が弱 まつ た後 に,Acetylcholine(Roche

製 品)を 作 用 させ て運動 促 進作 用が現 わ れ る

か ど うか を 検 べ た.Ringer氏 液 の 組 成 は

NaCl 0.65%, KGl 0.01%, CaCl2 0.02%,

 NaHCO3 0.01%の ものを用 い た.ヵ ニ ュー レ

内 のRinger氏 液 に は空 気 を 送 つ て酸素 の欠

乏 を 防 ぎ,液 の 圧 は約5cm H2O,力 ニユ ー

レ内 の液 の量 は約2c.c.と な る様 に した.

算1図.　 蛙 心臟 に 対 す るAcetylcholine促 進 作用: Straub氏 法 に よ る殿様 蛙 心臟標 品.カ ニュー レの

Ringer氏 液 はMariotteの 罎 よ り灌流 し,50時 間 放置 せ るもの にAcetylcholineを 加 う.ヵ ニュ ー レ

内Ringer氏 液 の量 約2cc.1:2×107～1:2×105のAcetylcholineに よ り搏 動数 の 増 加 が 見 られ,振

幅 も稍 々大 きくなつた と思わ れ る.Acetylcholineを 去 リ.Ringer氏 液 で灌 流 を続 けれ ば再 び搏動数

の減 少 を見た.

B) 実 験 成績;潅 流 を始 めて48時 間 後 に

は未 だAcetylcholineは 運 動 を抑 制 した が,更

に2時 間 潅 流 を続 け た後1:2×107のAcetyl

cholineは,振 幅 に対 して は稍 々 大 き くなつ
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た か と思 わ れ る程 度で 余 り著 明 で はな か つた

が,搏 動数 を著 明 に増 加 さした.Acetylcholine

の量 を次第 に増加 さして見 た が,1:2×105

でも抑制作用は現われず依然搏動数の増加を

示 して い た.Ringer氏 液 を取 り換 え て暫 く潅

流 を続 け る と再 び搏 動数 を減 じた(第1図).

C) 結 論;こ の成 績 か らBurn等 の言 つ て

い る様 に,心 臟 で もAcetylcholineは 元 来,骨

骼 筋 や 一部 の滑 平 筋 と同様,收 縮 に関係 して

い るの であ るが,正 常 の状 態 で は心臟 に は比

較 的大 量 のAcetylcholineが あ る為 に, Acetyl

cholineの 添加或 は迷 走 神 経 刺 戟 は却 つ て收

縮 を妨 げ,運 動 を抑 制 す る もの か と思わ れ る.

Ⅲ. 小腸 に對 す るAcetylcholine

の運 動抑 制作 用.

Burn等6)は 家 兎の小腸に対 して,元 来運

動促 進 的 に作 用す るAcetylcholineも,大 量

(約1:3×103)を 作用 させ ると抑制的に作

用す る事を発見 し,小 腸等では正 常時Acetyl

cholineの 量が少いので,普 通の量 のAcety1

cholineを 作 用させ ると,筋 の收 縮 を 促がす

が,大 量では丁度善通の状態で心筋が運動を

抑制 され ると同様 に.小 腸 の運動を抑制す る

のであ ると言 つている.そ こで大量のAcetyl

cholineの 海 〓小腸 に対す る作 用 を検 べて見

た.

A) 実験方法;Magnus氏 法では輪状 筋の

收縮状態が分 らず,腸 管の弛緩は輪状筋の收

縮 に よ り受動的に起 るものか も知れ ない との

議論 の余地があ るので,第 二編第1図 に示 し

た如 く縦 走筋 と輪状筋の運動を同時に記載 出

来 る様 な方法を用いた.縦 走筋に就 いては管

状の ま 切ゝ り取つた腸管の両端を(b)の 如

く鉄製針金 に掛け,輪 状筋は(c)の 如 く輸状

に切 り取 つて針金 に掛けてTyrode氏 液 中に

吊 るし,こ の装置を恒温槽 中に浸けてTyrode

氏液 の温度を38℃ 前後に保たせた.Tyrode

氏液 の量 は約20c.c.と なる様に した.薬 物を

取 り去 るにはAの 漏斗 よ り新 しいTyrode氏

液 を管内に注 ぎ洗い流す様 にした.動 物は海

〓 を 用 い,AcetylcholinleはRoche製 品 を

Tyrode氏 液 に溶解 して 用い た.

B) 雲 験 成 績;鶴2図 に示 す如 く,1:2×

104のAcetylcholineで は縦 走筋,輪 状筋共 に

收 縮 したが,も つ と稀 薄 なAcetylcholineの

時 と比べて收 縮 持 続 時 が長 くな く,間 もな

く元 の位置に戻 り,自 働 運 動 は 消失 した.

1:4×103のAcetylchoineで は輪状筋では極

く僅かな收縮 を起 したが,縦 走筋は一時小さ

な收縮 を起 した後著 明な緊張 の低下が見 られ

た.

第2図.　 海〓 小 腸 に 対 す るAcetylcholineの

作 用.1:2×104のAcetyleholineで は 縦走

筋(上),輪 状 筋(下)共 に收縮 を起 したが,

收 縮持続 時間 は短 く間 もな く元 に戻 る.1:4

×103のAcetylcholineで は縦走 筋 の著 明な

緊 張低 下が見 られ る.

C)　結論;Burn等 の報告 の如 く元 来Acetyl

cholineが 運 動 促進 的 に作 用す る海 〓 小腸 に

対 して も大 量 のAcetylcholineは 抑 制 的 に作

用 す る もの ゝ如 く思わ れ る.心 臟 に就 いての

実 験 と共 にBurn等 の説 の如 く,心 筋 も滑 平

筋 も骨 骼 筋同様,Acetylcholineが 收縮 の原 因

で あ るが,Acetylcholineに よ り運 動 が抑制 さ

れ る心 筋 或 は 一 部 の 滑 平 筋 で は 平 常 筋 内

Acetylcholineの 合 成 が 必要 以 上 に強 く,之 に
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Acetylcholineを 作 用 させ る と却 つ て收 縮 を妨

げ運 動が抑 制 され る もので は な いか と思わ れ

る.

Ⅳ. 海 〓小 腸 に 對 す るAdrenaline

及びAcetylcholineの 作用

心筋及 び滑平 筋 の 自働 運 動 は 筋 肉 のAcetyl

cholineの 合成及 び分 解 が 原 因 となつ て 行 わ

れ て 居 り.Adrenalineは このAcetylcholine

の合成及 び分 解 の 反応 を 促進 さ し,全 体 とし

てはAcetylcholineの 量 を 減 少 させ る 事 に よ

つてそ の作 用 を現 わす もので は あ る まい か と

思われ る.こ う 考え て見 る と第 二編 で述 べた

様に,心 筋,血 管及 び家 兎子 宮 の如 くAdre

nalineが 運 動 促進 的 に作 用す る組織 に 対 して

も,又 海 〓 子 宮或 は蛙 の小 腸 等 の如 く運 動 抑

制的 に作 用す る組 織 に 対 して も,Adrenaline

が回数 の 多い 速 い收 縮 を起 させ る とい う事 実

が よ く理 解 され よ う.

心筋等 で は平 常Acetyleholineが 收 縮 に必

要 な量 に比 し,比 較 的 多量 に 合成 され て居 り,

Adrenalineが このAcetylcholineの 量 を減 少 き

せ る事 は却 つ て興 奮 性 を高 め收 縮 を強 め るが,

小腸 等 で は前 述 の如 くAcetylcholineの 分 解

が比 較 的 強 く,少 量 しか含 まれ てい な い もの

で は,Adrenalineに よ り更 にAcetylcholine

の量 が減 少す る と,收 縮 を 起 すに 不充 分 とな

り,運 動 が抑 制 され る もの と考 えれ ばAdre

nalineの 作 用が 充 分 説 明 出 来 る様 に思 われ

る.

この考 え の下 に海〓 小 腸 に対 す るAdrena

lineとAcetylcho1incの 作 用 の関係 を検 べた.

A) 実 験 方法;Magnus氏 法 に従 つ て海 〓

小腸 切 片 を約20cc.のTyrode氏 液 を容 れ た

管 中 に吊 る し,恒 温 槽 で 管 内 のTyrode氏 液

を38℃ 前 後に 保た しめ,之 にAdrenalineを

加 え る前 と加 えた後 とでAcetylcholineの 作

用 が変 化 す るか ど うか を検 べ た.Tyrode氏 液

に は空 気を送 つて酸 素 の欠乏 を 防 いだ.Adre

nalinはRone Poulenc製 結 晶Adrenalineを

Tyrode氏 液(1NのHCl約1%を 含 む)に

1000倍 溶液 とした もの を基 として 用 いた.

B) 実 験 成 績;第3図 に 示 す 如 く,Adre

nalineを1:2×106の 濃 度 に加 え た 後 で は,

1:2×106のAcetylcholineは 弱 い收 縮 を起 し

た が,1:2×104のAcetylcholineも 尚 ほ 收

縮を起 した.之 に反 し,Adrenalineを 洗 い去

つた後 で は1:2×106のAcetylcholineの 收

縮作 用 はAdrenalineを 加 え た 時 の もの よ り

も大 き く,1:2×104の 濃 度 では收 縮 が起 ら

ず,著 明 な緊 張 の低 下 を生 じた.

第3図.海 〓 小腸 に対 す るAcetylcholineの 作 用 に及 ぼ すAdrenalineの 影 響.Magnus氏 法 に よる.浴

槽 内Tyrode氏 液 の量約20cc.

C) 結 論;こ の成 績 はAdrenalineが 海 〓

小腸で はAcetylcholineの 分 解 を促 進 し,Ace

tylcholineの 量 を減 少 させ る事 を 意 味 してい

る もの では な い か と思 わ れ る.Adrenalineを

加 えな い時 は,1:2×104のAcetylcholineは

大量 のAcetylcholineの 運動 抑 制 作 用 を現 わ

す が,Adrenalineが 存 在 す れば,こ の高濃 度

のAcetylcholineも,大 量 の時 の運 動 抑 制作

用が現 わ れ ず,收 縮作 用が現 わ れ る.Acetyl-
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choiineの 量 はAdrenalineの 存 在 す る時 は減

少 す る事 を 示 してい る.こ の 事 実 は,Adre

nalineがAcetylcholineの 分 解 を 促 が し,量

を減 少 させ る事 を意 味 し,そ の為 平 素Acetyl

cholineの 量 が 少 い小腸 事等で は.更 にAcetyl

cholineの 量 が減 少 す る為 收 縮 が 起 り得 な く

な り,Adrenalineの 作 用 は運 動抑 制 として現

わ れ る もの で にあ るまい か と思 われ る.

Ⅴ. 考 察

以 上 の 実 験 成 績 か ら,Burn等8)の 説 の 如

く,心 筋 及 び滑 平筋で は骨 骼 筋 と同様 元 来 は

Acetylcholineが 收縮 の原 因 であ り,心 筋等 の

如 く,Acetylcholineが 運 動 を抑 制 す る組 織 で

は,正 常 の状 態 で既 にAcetylcholineの 合成

が 強 く,大 量に 含 まれ てい るので,之 にAce

tylcholineの 添加 は却 つ て運 動 を 抑 制 す る も

ので は あ る まい か との説 は尤 も ら し く思わ れ

る.

V. Muralt1)が 神 経興 奮 時 に 神 経 纖 維 内に

Acetylcholineの 合成 が行 わ れ て い る事 を実証

して 以 来Nachmansohn等2)は 神 経 纖 維 内に

起 るAcetylcholineの 合成 及 び分 解 が 興 奮伝

導 に関 係 が あ り,働 作 電 流 の 消長 の基礎 とな

る原 形 質 膜変 化 の 原 因 で あ ろ うと言 つ て い

る.又Acetylcholineが 電 位 差 発 生 の 原因 と

な り得 る事 はBeutner及 びBarnes11)等 の実

験 もあ り,電 気 ウナ キ等 の電 気 発生 装 置 内に

多 量 のAcetylcholineが 含 まれ て い る12)事 等

は この事 を裏書 き して い る もの と思わ れ る.

之 等 の事 か ら,筋 内 の收 縮に も同様 の 事が考

え られそ うで あ る.筋 の收 縮 に 筋 内 のAce

tylcholineの 合成 及 び分 解 が 関 係 し,之 が働

作 電 流 の 発 生 に も一 役 を 果 た し て 居 り,

Acetylcholineは アデ ノシ ン三燐 酸 に よ るAc

tomyosin系 の変 化 た影 響 す る事 に よつ て 筋 の

收 縮 が 起 る もの で はあ る まいか.心 筋及 び滑

平 筋 内 でAcetylcholineの 合成 が 行 わ れ うる

事 は 多 くの人達9,10)の 証 明 もあ り,又Acetyl

cholineを 分 解 す るCholinesteraseが 広 く動物

諸組 織 内に含 まれ て い る事 も この事 を 裏 書 き

してい る もの と思わ れ る.従 つ て心 筋及 び滑

平 筋 の 自働 運動 は 組 織 内 のAcetylcholineの

合 成及 び分 解 が原 因 してい る とい う考 え方 が

許 され そ うに 思わ れ る.

而 してAcetylcholineは 第 四 ア ムモ ニウム

塩 に属 し,リ ボ イ ドに溶 け 難 く,従 つて原形

質 膜 を透 過 し難 い と思わ れ るので,外 部 か ら

加 えたAcetylcholine或 は副 交 感 神 経 の剌戟

に よつ て神 経 末 端 に出 来 たAcetylcholineは

組 織 の 内部 に侵 入 せず,神 経 筋接 合部 に作 用

して 内部 のAcetylcholineの 合 成 を 促 が し,

筋 の收 縮 を起 させ る もので あ ろ う.唯 だ,心

筋 或 は一 部 の滑 平筋 の様 にAcetylcholineが

收 縮 を抑 制 す る組 織 で は,平 常筋 内Acetylc

holineの 量 が收 縮 に必 要 な量 以上 に 合成 され

てい る為,之 に外 部 か らのAcetylcholineに

よ り更 に 筋 内Acetyleholineの 量 が 高 め られ

る と,却 つ て筋 の收 縮 を妨 げ,運 動 が抑 制 さ

れ る ものでは あ る まいか.

Nachmansohn13)は,Eserine塩 基 溶 液 に蛙

の坐 骨神 経 の一部 を浸 し,神 経 纖維 内に合成

され たAcetylcholineの 分 解 が起 らな い 様 に

す る と働 作 電流 及 び興 奮 伝 導能 力 が抑制 され

る事 を報 告 して居 り,又Loew及 びGesell14)

は骨 骼 筋 に種 々のCholinesterase抑 制 物質を

作 用 させ る時 筋 の收縮 が 阻害 され る事 を観察

してい る.

他 方Adrenalineは 第 三 ア ミンに 属 し,原

形 質 膜 を透 過 し得 る もの と思わ れ る.従 らて

Adrenalineは 筋 内Acetylcholineの 合 成 及 び

分 解 に直接 影響 し,こ の変化 の反 応 を 速め,

全 体 と して はAcetylcholineの 量 を 減 少 させ

る事 に よつ てそ の作 用を現 わ す もので はあ る

まい か.Adrenalineを 分 解 す るPhenolaseが

動 物 組織 内に広 く含 まれ て い る事 も亦Adre

nalineが 組 織 内部 に侵 入 し得 る事 を 暗示 して

い る も の と考 え られ る.又Eserin, Prosti

gmine, Ergotamine, Muscarine, Strychnine,

Pilocarpine及 びHistamine等 自 律 神 経系 に

影響 す る薬 物 が 何 れ もCholinesteraseのAce

tylcholine分 解 作 用 を抑 制 し15), Adrenalineと

同様 の作 用 のあ るSympatholがCholinesterase

の作 用 を促 進 させ る16)と い う報 告 は,Adre-
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nalineもCholineatraseの 作 用 に 影 響 を及 ぼ

し,恐 ら くはSympatholと 同様 に,Choliries

terseのAcetylcholine分 解 作 用を 促進 させ る

だろ うとの想像 を許 す で あ ろ う.

前述 の如 く,筋 内Acetylcholineの 量 が 必

要以上 に多 量 に あ る と思わ れ る心 筋,血 管 等

の組織 では,Adrenalineに よ りこの筋 内Ace

tylcholineの 量 が 減 少 すれ ば筋 の收 縮 が 強 め

られ,平 常筋 内Acetylcholineの 量 が 少い と

思われ る小陽 等 の 滑 平 筋で はAdrenalineが

作 用 して筋 内Acetylcholineの 量 を 更 に 減 少

させ れば,收 縮 を 起 すに 不 充分 とな り運動 が

抑制 され るもの と思わ れ る.事 実 小腸 に は他

の部 に比 し多 量 のCholineateraseが 含 まれ て

い る事 が証 明 され て い る15).

而 してAtropinがAcetylcholineの 作 用 を

抑制 す るが,Adrenalineの 作 用 に影 響 しない

の は,こ の 薬 物 はAcetylcholineが 神 経 筋 接

合部に於ける組織の受容体に作用する所を阻

止 して,Acetylcholineの 合 成 を促 が す 事が 出

来 な くす るが,Adrenalineは 直 接 細 胞 内 の

Acetylcholineの 合成 及 び分 解 に影 響 す る為 で

はあ る まいか と思わ れ る.

Ⅳ. 總 括

1) Straub氏 法に よ る殿様 蛙 心臟 に就 いて,

カ ニ ユー レ内 のRinger氏 液 を50時 間 潅 流 し

た 後,Acetylcholineが 運 動 を促進 す るのが 認

め め られ た.

2) 元来 海〓 小腸 に対 して運 動 を促進 さす

Acetylcholineも 大 量 では運 動 を抑 制 す る.

3) 海 〓 小腸 に就 て,Adrenalineを 予 め加

え てお くと少量 のAcetylcholineの 作 用 は 弱

ま るが,Adrenalineを 加 え てい な い時に は運

動抑 制 的 に 作 用す る大 量 のAcetylcholineも

Adrenalineを 加 えた後 で は 促 進 的 に 作 用 す

る.

4) 以 上 の実 験 か ら心 筋及 び滑 平 筋 の 自働

運動 は筋 内に起 るAcetylcholineの 合 成 及 び

分 解 が原 因 し,Adrenalineは このAcetylcho

lineの 合成及び分解の反応を促進 さし,全 体

としてはAcetylcholineの 量 を 滅 少 させ る事

に よつ てそ の作 用を現 わ す もので は あ るまい

か と考 え られ る.

文 献

1) Von Muralt, A.; Proc. Roy. Soc. B. (1937),

 123; 399.

2) Fulton, J. F. and D. Nachmansohn; Science

 (1943), 97; 569. - Nachmansohu, D. and M.

 A. Rothenberg; Science (1944), 150; 454.-

長 浜 博;科 学,岩 波 (1950), 20; 171.

3) Dale, H. H and W. Feldberg.; J. Physiol.

 (1934), 81; P39. - Dale, H. H., W. Feld

berg and M. Volt; J. Physiol. (1936), 86;

 353. - Dale, H. H., W. Feldberg and R. L.

 Brown; J. Phsiol. (1936), 87; 394. -Ries

ser, O.; Arch. f. exp. Pathol. u. Phama

kol. (1922), 92; 254. - Riesser, O.; Pflu

ger's Arch. (1922), 197; 288. - Feldberg,

 W.; Pfluger's Arch. (1933), 232; 88. -

 Simonart, A.; Arch. internat. de Pharma

caiyn. et de therap. (1935), 51; 381. -Brown,

 G. L.; J. Physiol. (1937), 89; P12.

4) Kibjakow, A. W; Pfluger's Arch. (1933),

 232; 432. - Feldberg, W., and J. H. Gad

dum; J. Physiol. (1934), 81; 305. - Bars

oum, G. S., J. H Gaddum and M. A. Khayy

al; J. Physiol. (1934), 82; P9. - Feld

berg, W. and A. Vartiainen; J. Physiol.

 (1934) 83; 103.

5) Bulbring, E. and J. H. Burn; J. Physiol.

 (1948), 108; 508.

6) Burn, J. H. and J. R. Vane; J. Physiol.

 (1948), 108; 104.

7) Bulbring, E. and J. H. Burn; J. Physiol.

 (1948), 108; P6.

8) Burn, J. H.; Physiol. Rev. (1950) 30; 177.

9) Beznak, A. B. L.; J. Physiol. (1934) 82;

 129. -Comline, R. S.; J. Physiol. (1946)

 105; 6.

10) Chang, H. C. and J. H. Gaddum; J. Phy

siol. (1933) 79; 255. - Corteggiani, E.; C.

 R. Soc. Biol. (1937) 125; 949. -Dikohit,

 B. B.; Quart. J. Exp. Physiol. (1938) 28;

 243. -Donomae, E.; Pfluger's Arch. (1933)



1116　 中 根 喬

234; 318, - Donomae, E. and W. Feld

berg; Pfluger's Arch. (934), 234; 325.-

 Feldberg, W. and. H. Kwiatkowski; Pflu

gar's Arch. (1934), 234; 333. - Feldberg,

 W. and R. C. Y. Lin; J. Physiol. (1949)

 109; 475, P 32. - Feldberg, W. and P.

 Rosenfeld; Pfluger's Arch. (1933) 232; 212.

 - Feldberg, W. and D. Solandt; J. Physiol.

 (1942) 101; 137. -Gayet, R., B. Minz and

 D. Quivy; C. R. Soc. Biol. (1937) 126;

 1138. - Goffart, M.; Arch. internat. Phy

siol. (1939) 49; 153. - Goffart, M. et Z.

 M. Bacq; Arch. internat. Physiol. (1939).

 49; 179. - Kahlson, G.; Arch. exp. Path

ol. u. Pharmakol. (1934) 175; 198, - Shaw,

 F. H.; Bioch. J. (1938) 32; 1002.

11) Beutner, R. and T. C. Barnes; Science,

 (1941) 94 ; 211.

12) Nachmansohn, D, R. T. Cox, C. W. Cloates

 and A. L. Machadow; J. Neurophysiol.

 (1942) 5; 499. (1943) 6; 383.

13) Nachmansohn, D.; C. R. Soc. Biol. (1938)

 129; 941.

14) Loew, C. R. and R. Gesell; Amer. J. Phy

siol. (1948) 153; 365.

15) Ammon, R.; Ergeb. d. Enzymforsch. (1935)

 4; 102. - Ammon, R. and G Voss;

 Pfluger's Arch. (1935) 235; 393. - Engel

hart, E. and O. Loewi; Arch. exp. Path.

 u. phar. (1930) 150; 1. - Ammon, R.;

 Pfluger's A. (1933) 233: 486.

16) Keeser, E.; Klin Wochenechr. (1938) 171.,

 No51, 1811.

17) 若 林,佐 藤;生 化 学, (1949)(昭24年) 21; 81.


